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HCGの主催するセミナー･講演会の案内

HCG運営副委員長　中津　良平

(ATR知能映像通信研究所)

ヒューマンコミュニケーショングループ(HCG)

は､人rHjのコミュニケーションを､その)k本的なメ

カニズムの研光から､バーチャルリアリティ技術を
-　川いた将来のコミュニケーションシステムのNf先ま

で丹めて発表･議論しあう､抽めてJi､いなり攻をカバ
ーする研究グループですo糾昨究会が書.Tl党にiLl:lglカを

11なっておられるため､述幣制委fユ良の私は､ ｢グ

)i,-プ乍体の了.T.刺-糾lJf究会の子.ち動｣という帖(7-日,｣

けで､いわば柴な迎常をてJなってきたのではと比祁

しております｡そろそろ州香111迄としてのTTJU｣が終

わるので､何かll.体的なltf敵が日米ないかと比しい､

セミナ-や淋'Ji会を企画･実施することを増えまし

た｡以トに''■lTlLくも北ねて､これらのLH'.しのr勺容を抑

介します0

1つは､ 3JJ1 8Hに燈J.tLJ/i:で､ ｢アート､ア

ミュ-ズメントとコミュニケーション｣と越したセ

ミナ一針',ilfil;します(.jlY鮒は､本レターのお知らせ

をご乾ください) ｡コミュニケーションは本来､論

Ljrn｢二

拙
即的な側nJAと感覚･感性的側面を持っており､今後

はT_学の/Jl野でも嘘党.感性的な柏Jの取り扱いが必

掛こなると考えられます｡具体的には､人間の感

光･感作と深いつながりのあるアート､アミューズ

メントとl/?･-の述鵬の必要i'l.が高まってくるでしょ

う｡本セミナーの糾いは､コミュニケーション工Jty:

とアート､アミューズメントの墳非領域における具

体的なiLTl動l勺容を紹介してもらい,この分野のLUf究

に興味を持つ｣二学令に知孤･ JJ法論を与えようとい

うものです｡

もう1-)は､赤の全国大会の一環として､ ｢コミ

ュニケーションと社会学｣と退する講演会を開催し

ます.コミュニケーションは本来社会的捕動である

ため,コミュニケーション工JI羊と祉会学はもっと接

点を持つ必要があると思います｡特に､ヒューマン
コミュニケーション技術は将来のコミュニケーショ

ンを人きく変えるTIT能性を持っているため､将来の

コミュニケーションの†l三り方を技術と社会の聞達か

ら議論することは並柴です｡このような観点から､
コミュニケーションにかかわる工学者･祉会学者に

鮎まってもらい､今後のネyトワーク社会における
コミュニケーションの在り)JL　また技術への安求条

件などについて言削拓を行なってもらうと共に､パネ

ルnl｣.論の機会も設ける予延です｡

これらのささやかな試みが､今後のHCGの研究の

進めノい二少しでもお役に立てばと思います｡

ヒューマンコミュニケーション

グループへの登録方法

氏名と会fl番弓をrDj,uして,ヒューマンコミュニ

ケーショングループに登錨したい旨の電子メールを

seryICe@Le■Ce.0-jpに送ると弛JJから党uされます｡

拙旺Ef蛙｣拙L j証]ELdL l蛙EEEE現EEj乳性屯h牡証牡

-1-



HCGニューズレター

｢1 996年度　顔学会全国大会｣報告

HCG幸手事　輿水　大和

(中京大学)

1996才18JJ31日

-9月1日の二L川り､新

柄にある凶立科学卜9物鮒
分某(新栢)を会助にし

て､ U本朗学会の初の仝

Lkl入会がr馴足された｡こ

の人会には｢フォーラム

献学' 96｣という別称

が冠されて､文字どおり

外に向けて公開された｡

参加北は､誰でも3千

日｡村榊としては.会El･イ川ト､非会Lll1撫料とい

うシステムにいずれ移子Jされるであろう｡

入会l川11は杏原会良の開会挨拶､ )占訓読淑(火人

Illl.lLb氏)に始まり､一般淋'6日｢劇と文化｣ (4

(`ト　伸Ii'l誼職人村L氏) ､ポスターとデモセッショ

ン(13+2T′l)､　般pl67日12 ｢叔情,印象,認

識､進化｣ (51'I､関L7ji大池u｣氏) ､一般講演3

｢lViと形,fiB7｣ (8作､ L]船人松掘氏) ､一般護岸碗4

｢棚とIlhl職｣ (4作､ Eyl･fl削Tト樵本氏) ､およびパネ

ル.汁.論｢朝;羊への糊維｣ (4件､香城会長)などの

.論文が,シングlレトラックで発表された｡

これらの.論文のジャンル,をそのキーワードで州別二

枚糾すると､

○朝と維嫌､化粍品､メガネ､似JIIl絵捜尭/

0lWuFhll隻変形､人人√供93女の麻,朗の新城111日rH.と

(叫敏処理､ 11]はJlfのritlt古紙介､衣†-lillJ断と･i】伽､

州税と意識障害､ BLi.JaJ.知とプレコックス感､

軌の印象.紙､ CGと化桃肌也､舟形腰診帆

芙布外相､ L'ilfト筋正LtfT癖､並棲ft朗印象､

メークアyプ､ tLl舶絵かき/

○笑い衣fI卜11川l変化､能LlBzlの衣fFr=I.濫加､

13的恥別,-141､磯の也'.八､恐屯の炎情/

○維新､軌和好L晶の鞭能rr'J/Jl桝､才F. Rの朗､

誹変形と朔鋭.発lLilとjlll､琉JL船群､

購Ll三的癖と械卸し　蛾JLW雌の比柿/

OJWt輪邦EEEhlEL都のlT齢変化､机Lrl順介成と

州税火諾､衣情を持った擬人化エージェント/

01Wiと1 1肝外杵､心jllr171と衣tL.i識別､ flEl磯村Iプ'と似

Jyl絵/l成､財は化机/7/

であった｡また､研究Rのジャンル･､所属をやはり

耽糾すると､

人郁･?=､ 'Ri l梢織⊥･■IL'-､心即/羊､ II'1碓朴};I-,

化机･.デ=､メガネデザイン､常察捜館員,月!工学,

人】Tl川i帆刺;言､ライフエレクトUニクス､

耶抑綿､感作技術推進'#.､納院､化粧lk髄研究､

3D.JHTIIlJ､幽学･部､アミューズメント､

コミュニケーション朴･-プ･､刀的･?:､人現研究､苛

であって,比存の学会で体験している感光からする

と,庁だ出もそこで培われた文化や作法のBL純もお互

いに過った他民族社会に突然に飛び込んだような,

緊触感と心地よい刺激がそこには牌成されているよ

うに.U.った(､人は少なくなかったであろう) ｡

さて､本大会の最後のプログラムとしてパネル討

論｢敵学へのlyJ待｣が企画された｡企LTと座長は香

Jil.会Ii (人ガI/i:)のおE-I_ar.で､パネラーとしてIAJ原

克成氏(r7<学) ､池田進氏(心理学) ,南美希子氏

(化相等''-)および輿水大和氏(情報工学)が登壇し

たo動物′;'二､免疫学は顔形感と不可分の話､なぜこ

れが廟と見えるのかの心理学の話､顔に見るブラン

ド指Il'りの.iFh　コンピュータは本当に似顔絵が描ける

のかの.3.T.とどれもそれぞれ興味深く､かつ全体とし　　(､

て､今後の｢舶学｣の成良と践熟への剃符が分かり

やすくJl'1'1き目されたように.LLF.われた｡なお､添1.)の

ILTJJ1%は､この碗パネリストの様子をフロアから見て

プu似戯総帥(FIJ芳鳥さん)がアドリブで作占.I.にし

て下さったものである｡このような幸せなハプニン

グがさりげなくおこる､そんな学会なのであるo

'qrNAM I FOSFII〝=暑J

山1--JT

このような鰍?.･会で人切な心掛けは､界分野問コ

ラボレーションをどこまで創り山せるか､そして今

までになかったqrしい課題の胎動をしっかり育てら

れるか､にあるように.Lil.われた｡

なお､参加者数は延べ約3 50名であった｡ま

た､顔学会次回の大きいイベント｢顔シンポジュウ

ム｣は1997年3月1日にrlJl沼田大学州宋ホール

で開仰される｡多数ご参加下さい｡
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HCGニューズレター

国際会議報告- lCPR-96に参加して一

間瀬　健二

(ATR知能映像通信研究所)

1996年BJj25U ～29日

の5u閉､オーストリ

ア､ウィーンltiのウィー

ン_r.il入学でWJ13kllパタ

ーン認.lnl引際会議

(ICPR■96)が開縦された｡

参加する機会を柑たの
で､以下会議の株安を稚

;Jjする｡ 1仙川を数える

tCPRはⅠAPR( InlernatlOnal

AssoclattOn for Pattern

RecognLl10n)のj.鵬で､ 2イL･にI L州肘､れるバク~ン

.-iiJ..削二rldするlkl際会議である｡パターン認識という

分野を絞った会議としては､発表700Tl以l二という

参加nを数える､ IkIILJの仝Lkl入会に匹敵する人イベ

ントである｡ 1APRは同際,ll'.･会としては日本人研究

名が,卦削二相棒的に参加しているという印象をもっ

ているが､今hllもパターン認識分野の絹九非力が委

i~iとしてlJ川川本から参加していたo

会.掛ま､ 4つのトラックに分れて論文の藤娘､愈

試､論文触およびプログラムの構成が行われてい
る｡以下に列.=Tdする｡

Track A Computer Vislon

Track t事PatLerTI RecognltlOn and SLBnalAnalysLS

Track C AppLLeaLions artd RobotLC Systems

Traek D ParalleL and ConnecLLOmSt Systems

これらは､会.掛r'lHは人;i-のビル内で､u･列にセyシ

.ー　ヨンが挑まれて充衣が子】われたo

今L‖1は32カlKlから約ltY州-の役柄があり､外トラ

ノク63日二(?,1252†'L)のl雌先夫論文と452†'Iのポス

ター先払論文が拭iiされた｡合剤7O411 ､ 7O%の採択

呼だったという引糾こなる｡日本人仰究肴も活WLL
でおり､ TraekAのCompuLerV-sl0n(CV)では､ u本人

が器Rとして関わっている論文はrjWl発表が63作rll

州.ポスター先太が122作中25什あ-)た｡他のトラ

ノクでは､ Track Bが2311t (うち8T'l'がLjglL) ､ Track

cが36日(うち4f'トがuyTt) ､ TrackDが361'l (うち

4作がLlWL)となっている｡合計11川･の論文に日

本人が1-Bl)-'ていたことになる(什数には数え上げ

の誤,Yt.=が含まれる) ｡かなりのu本人が参加してい

たことが,数佃から読み収れると,lil.う｡国li.]で聞か

れているMIRUなどの盛況ぶりをみると当然かもし

れないが､ Lx]際的にも1,I.発に発表していることがう

かがわれる｡

榊究発火の励向をまじえて余韻の梯了を郁介した
いところであるが,このような大規模な会議内容の

鍬L'rJを概況するのは不Iul能であるoまた各トラノク

でセッションが組まれているが､セノション名が論

文内容と一見していないところがあり､当日も論文

名をたよりに興味ある発表を探すという状況であっ
たo論文炎はトラック別に4分･TRIo高さは215cmにも

なる｡現地で日を通す余裕と体力はない｡さらに､

4つのトラックはそれぞれ小心テーマを決めてある

にもかかわらず､関連ある発表がトラックをまたが

って分散しており､関連ある発表にも気が付かない

という!]憎であった｡個人的には､今回発走したの

が耐象のパノラマ接続に関してであり､開通する研

先を探していたが紙l,ilRl味をひく発起を見つけらな

かった｡

以下は全般的な印象である｡採録牢の極端に低い

他のtkl際会誠に比べれば､ ICPRはA=手が国際会議で

の充衣を節験するのに手ごろであるといえよう｡今

年は,ウィーンというrmlW.地の魅)Jと,ポスター発

衣を多くしてIT'JJ7-.を伽､たことで､特に大学生(大

学院生)の発表が多かったのではないかと思う｡こ

の傾向は日本からの発表だけでなく米国を含む各国

もl.flじだったのではないだろうか｡また､しっかり

実験された研究の論文がある一方で､他の研究に類
似した内容の発表がされるなど､玉石混晴のErJ象を

受けるのは､これほど大きい会議としては仕方のな
いことかもしれない｡

El際会議での楽しみは､肩書きが邪魔したり時間

の制約のせいで日本では話すこともないEl本人の

JJ一々と､会議の合間やレセプション､ディナーに同

らんしながら意見交換することである｡

hLLp //www prLP tuW･en aC at/icpr/LCPr html

にはlCPR･96の会議のプログラムのほかにレセプショ

ンやツアーなどの様子を紹介する写兵があるのでご

艶あれ｡

次回のlCPR･9Rはオーストラリアのブリスベーンで

)99的三i川17-2OEJの予走で閲催されるD

hLLp //www cssip elec t･q edu aLJ11CPr98/

にICPR98のホームページがあるので､役職を予定

されてい7Jjはご覧になるとよいo
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HCGニューズレター

公開講演会｢立体映像におけるヒューマン
ファクタ｣報告

堀越　力
(NTTヒューマンIンタフ工-ス研究所)

r-;(.仰映†糾こおけるヒ

ューマンファクタ｣と越

した公開淋蘇会が昨J'F:･ L2

Jj3日千代u放送会鮒に

て閲他された｡この誠済

会は(肘)放送文化)基金

の委託lIJf究の一つである

｢立体視研究｣畔備プロ
ジェクト三1.fIRによるもの

である｡淋'3号会開催にあ

たr)､ iJ'lプロジェクト化

火である如11.,人′●it'll:(:I:占教授から､l/_休祝映像を｢びっ

くりさせるメディア｣から｢仙えるメディア｣へと

するために､本プuジェクトが党LLlした旨の挨拶が

あったoその後､供Ill'.1､ 1二学の分野から州かれた6名

の.,lYlnEllによI) ､ I)_体仙1A像と祝機憶のr削出他に関し

ての様々な淋前が行われたo

まず､ rlTflTHrl大学人ilIL数段は､両収立体視酬象の

拙中条rLにりする人目.u側のnlLlを'ji'Tt的に知ること

の必要ilを指摘し､総合的な粗放能の評価の胡安他

を示唆したo HarvardUnLVのELl Pell教授は､ HMDを

はIIJLた助合の仙北系のJi応のミスマノナについて

稚つかの例を細介し､ HMDの設計時に考慮すべき一[:i

が多々あることを淋JiLた. LouBhboroug)1UnlVのP

A Howarth孜投は､両眼立体視岬の調節と相棒の関係

を朋べた'ji験もT.:某から,立体l剛毅はスクリーンFluj

に紙像させたjJが女ほしいこと等を言l鞍演したo産業

lk.科人学のプ;崎教授は､三次元映像提示による祝槻

能-の影野について言及し､ Jl二郡的紐.L.■5.からの'k験

Al.某に)占づき､ 2Dと3Dの拙示による伽機能の追いに

ついて講演した｡ Uniy of MontlealのJ Fautx:rt教授

は､色による奥行き効果の'R験式日ぴに槻JYiiJ-.の大きさ

とその融介Il.Mqの関係についてIjii式化がrlI能である

ことを三井†如したo cRCのJamesTaml19_l:は､検訓もr.米

に)占づいて､ ､f体伽のできる粂T′l.立体情掛二よる

lnJril.'.廿日川巨竹の2 ).11日二ついて昌仙†したDそして､

比後にNHKテクニカルサ-ビスより､臨機感のある

;)体ハイビジョンのビデオ峡像が3本上映され､会

は終†した｡

ln)LILi ;/_休純は三次元映像尖.別の近道であり､ J光小三

様々な'Jl町でWlnされつつある.しかしながら､今

回の淋如こあったように､ Iill川Uの仙川に耐えうる

システムにするためには､税槻能への影邪､捉小し

た映像と'R町に加光される映像とのJT至代など､未だ

人脈1日の.･715分が多い｡今後史に､ !HZJi'7㌧心jllI/芦,

).I(I:など分野を超えた検.3llをJy)目したいところであ

る｡

ヒューマンコミュニケーション

グループ大会(3月18日､ 19.日)

会場:慶応大学(H舌.図番船内Avルーム)

束描線日,rT駅fI･lT_従JJS3分程度

●ヒューマンtIi稚処j]11研究会(HIP)

u時:3JJ1811 (火) 9:00-12:00

●セミナー｢アート､アミューズメントと

コミュニケーション｣

｢川与:3Jj18日(火) 13:00-17:10

1)アートとコミュニケーション

山中　央(神戸芸術工科大学)

2)再発表硯とコミュニケーション

)'T布　目lri･,'L (イメージ情報科学研究所)

3) I肘象衣硯とコミュニケーション

irll=洋一郎(筑波人)

4)アミューズメントとコミュニケーション

亦蝿兄-- (I剛.糊入学)

セミナー参加数:会員5,O(X)Fq　非会員8,OOOF]

学/ヒ2,CKX) rTJ

●ヒューマンコミュニケーション基礎研究(HCS)

川11:3JJ1911 (衣) 8: 50-12 : 00

●マルチメディア.仮乱し環境鵜礎LJJf先金(MVE)

u帖:3JJ19H (水) 13 :00-17: 10

IL'u合九: HCG企朗吟11勝山(寓i･迎研究所)

TEL　()44_754_2665内7112ー608O

FAX O44-754-2664

E-mail katuyama@flab.fujitsu.co.jp

編集デスクより

梓牧のr対係で､今ItlJのニューズレ一夕ーは4ペー

ジに圧縮されたoニューズレターのような紙メディ

アはスペースにかぎりがあり､川川抑l_にもかけるの

で､これらの帆越を惟減できるホームページとの役

測分柏を今後考える必紫があると.Lil.うo

今LLlJのニューズレターに対するご意見､ご矧T･1､

これからのニューズレターに対するご安望､ご意見

がありましたら､勧d卿刑l　鈴木恕(satosJll@

ntLcvgh)LnLLeoJP)までご辿絡ください.


